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庄川中学校のあたり前。 

学校の横を流れる庄川のせせらぎ。春、

桜が満開になる堤防沿いの道。 

さまざまな困難を乗り越えようと、試行

錯誤を繰り返してきた三年間。そんな葛藤

の中でも、自然の営みは変わらず、庄川沿

いの桜の木々も、咲くときはまだかと待ち

わびています。４９名の卒業生の皆さん、

ご卒業おめでとうございます。 

本日は、砺波市副市長 齊藤 一夫 様

をはじめ、地域からご来賓の皆様をお迎え

し、第７６回卒業証書授与式を挙行できま

すことに、心より感謝申し上げます。 

 

みなさんが入学した年に、私もこの学校

に赴任しました。感染症との闘いの中、こ

れから始まる中学校生活へのワクワクし

た気持ちとともに、大きな不安を抱えてい

たことを思い出します。 

そんな中、自分の思いをもち、それを表

現できる人になってほしいと願い、「思い

を形にできる学校」という重点目標を掲げ

たました。 

表現する場には、相手がいます。そして、

この庄川中学校には、表現を受け止める

「あたり前」がありました。 

あたり前。「おはよう」「こんにちは」「あ

りがとう」庄川中学校には、人と人をつな

ぐ言葉があふれています。 

そしてそれは、安心して学校生活を送る

ための土台となる「あたたかさ」をつくっ

てきました。失敗を恐れず、やってみよう

と思う気持ちは、ここから生まれるのかも

しれません。 

あたり前。話す人と聞く人。それぞれが、

目と心をつないでいます。 

こうして、みなさんの前で話す機会が、

私には何度もありました。その時も、今と

同じ。みなさんの目は私とつながっていま

した。話を聞く姿勢やうなずく姿に、もう

少し話したい、もう少し一緒にいたいと感

じました。それは、みなさんと学校生活を

送る先生方も、同じ気持ちだったと思いま

す。 

あたり前。だれかが分からないと言った

ら、それをみんなで解決する、集団で学び

に向かう力があります。 

２月に行った、「庄中学びのプロジェク

ト」の縦割り授業では、３年生の学びに対

する姿勢を、１、２年生に見せることがで

きました。 

なりたい自分に向かうために挑戦して

きた三年間。その挑戦は、庄中生の「あた

り前」の上に成り立っているものだと思い

ます。それと同時に、あたり前がこんなに

もありがたいことであると感じた三年間

でした。 

保護者のみなさま。お子さまのご卒業、

おめでとうございます。 

中学生という多感な時期を、いつもあた

たかく見守り、応援していただきました。

本当にありがとうございました。 

人は、健康な時ばかりとは限りません。

体の調子が悪いとき、悩みを抱えていると

き、本人と同じくらい、いえ、それ以上に

心を痛めておられたその思いは、必ず、お

子さまに届いていたに違いありません。 

昨日お子さまが持ち帰った赤いリボン。

お子さまは、義務教育の９カ年で、その長

さの分だけ体も大きくなりました。そして

それは、笑った分、泣いた分、悩んだ分の

心の成長でもあります。 

この先は地域や社会の中で、自立、貢献、

共生していく子どもたちを支えてくださ

いますよう、お願い申し上げます。 

 

最後になりました。卒業生のみなさん。 

みなさんがつくってきた「あたり前」は、

この先のどんな場面でも、誇れるものです。

そしてそんな「あたり前」をつくってきた

みなさん一人一人は、庄川中学校の誇りで

あり、この庄川の宝です。「明快錬磨」庄川

中学校で伸ばした力を信じて、自分で決め

た道を歩んで行ってください。 

「結果は後からついてくる」 

皆さんの前途に幸多かれとお祈りし、式

辞といたします。 
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